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奥本卓也建築設計事務所基本設計
730-0031 広島市中区紙屋町1-4-5　ウィニーズ紙屋町3F

TEL:082-246-1340 MAIL:i@takokm.com(仮称)県営向ヶ丘住宅プロポーザル 配置図 1/250(A1), 1/500(A3) A-103

安全性と豊かさを両立した住棟及び外構計画
・南側の住宅地に対して十分に離隔をとり、住
環境の向上に寄与します。
・全住戸が３面外気に面するよう計画し、日照
や通風の確保のほか、近隣住戸への音の影響
を低減させ、快適な住環境を実現します。

・1階の住戸は独立したアプローチを備え、デイサービス利用
等を受けやすい平面計画とします。
・機能分散トイレを住戸タイプ毎に複数パターンを導入し、公
営住宅を必要とする人たちの、幅広いニーズに応えます。
・準耐火もえしろ設計により、内装の木質化の自由度を向上させ、
内装の質の向上と仕上げコスト低減をはかります。
・北側住戸は間口を広くとり、眺望をどの部屋からも楽しめる
計画とします。また、南のエコボイド側から日照や風を取り込
みます。

多様なニーズに応える木質化された住戸計画
テーマ１「様々な世帯に対応した良好な居住環境」について

テーマ２「実現性の高いコスト縮減策」について テーマ３「集会所を核としたコミュニティの形成」について

人に優しく、大切にされる木の建築を作り上げる体制（業務の取り組み体制）
・関係各所との対話を重視し、関係者相互の理解度をスムースに深めます。コ
スト調整等で困難な場面に直面した際にも、居住者の使い勝手を最優先に考
え、大切に使われ続ける建築を設計します。
中大規模木造の経験豊富な先進的なメンバー（設計チームの特徴）
・管理技術者は医療福祉施設、中大規模木造の設計実績を特徴とします。構造、
設備、積算担当者らは公共建築の設計業務経験が豊富なメンバーです。
在来木造から厚板木造（CLTやLVL等）まで、プロジェクトに応じて柔軟な
設計が可能なチームです。

（業務の実施方針）多様性を尊重する「インクルーシブデザイン」をベースとした「すべての人に優しい木の公営住宅」を実現します。

特に重視する設計上の配慮
1.「インクルーシブ（包含）」の観点による住戸計画
・多様な背景を持っ入居者が、可能な限り地域で自立し
た生活ができるよう、豊かな住戸バリエーション、ゆと
りある寸法体系や設備の計画に配慮します。
2.構法選択の自由度の高い「木の住棟」
・75分準耐火建築物での設計を基本としながらも、構法
選択の冗長性の向上等、社会情勢の変化に対応しての設
計変更に備えた設計とします。
3.低廉ながらも居心地の良い豊かな外部空間の形成
・敷地の高低差や既存物を活かした外部空間の実現によ
り、居心地の良い豊かな外部空間を形成します。歩車分
離も明快にし、安全性を担保します。
4.非常時にも強いコミュニティを育む設備計画
・集会所での日常利用が可能な「防災ファニチャー」を、
コストに配慮しながら整備します。日常生活の延長で、
非常時にも強いコミュニティを作り上げます。

コンパクトで軽量な住棟の実現
・住棟の木造化で基礎や地業工事の簡略化を図
ります。接合金物も簡便なものを使用します。
・住棟を１棟でコンパクトに計画し、共用部分
のコスト低減を図ります。

既存敷地、既存躯体の積極的な再利用
・既存レベルを維持した計画とし、造成コスト
を削減します。（施工時の効率や安全性の向上
にも寄与）
・既存住棟や設備の基礎、工事残土を一部外構
計画に再利用し、コスト・環境負荷の低減と外
構の豊かさの両立を図ります。

メンテナンス性の高い計画
・エコボイドに面してキャットウォークを計画
し、外壁や設備配管へのアクセスを確保します。
・外壁は雨がかりはサイディング等、そうでない
箇所は「木構造あらわし」で仕上げを兼ねます。

視認性の高いアイストップとなる配置
・敷地の東西方向、南北方向に視線の通った配置とし、利用率
の向上とセキュリティに配慮します。

家への通り道にあるストリートファニチャーのような集会所
・屋上に登れる仕様とし、子供連れからお年寄りまで集いやす
い、遊具のような集会所を計画します。
・集会所を中心に階段やスロープを整備し、駐車場から住棟へ
の移動円滑化経路を形成します。

CLT、LVL等を用いた「環境配慮型ランドマーク」
・構造や仕上げ材にCLT、LVL等を採用し、開放的な内外空間と
安全性を両立します。炭素固定にも寄与します。

「櫛形の住戸配置」で良好な住環境を担保

全住戸に多機能トイレを整備するの
ではなく、住戸ごとに機能を分散し
て整備し、コストと利便性を両立
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テーマ１：「様々な世帯に対応した良好な居住環境」について

テーマ２：「実現性の高いコスト縮減策」について

テーマ３「集会所を核としたコミュニティの形成」について

様式６　簡易提案書（業務実施方針及び手法等）
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中庭を囲む住居

団地中心に集会所

1,2号棟 3,4号棟

●業務の実施方針

団地の中心区画であることを意識し、 集会所のコンセプトを活かせ

る配置計画で、 多様な世帯が安心して生活できる集住の形式を提案

します。

●業務の取組体制

高齢者、 子育て世帯、 不動産関係者、 建設関係者、 学識経験者等

によるオピニオンチームをつくります。 計画の進行に合わせ、 助言、

提案、 チェックを受け、 客観性の高い整備計画とします。

●設計チームの特徴

設計チームのメンバーは個人住宅、 集合住宅、 老人ホーム、 こども

園等において、 予算に合わせた設計経験が豊富です。 新しい発想

の集合住宅に向けて、 最小の建設コストで設計を進めることができ

るチームです。

●特に重視する設計上の配慮事項

設計の各段階で建築、 設備、 外構の予算を明確にし、 BIM の活用

により資材数量を正確に把握し、 チェックを行いながら設計を進め

ます。 費用対効果の比較検討を詳細に行って早期に方針を決定し、

業務を遂行します。

「通り→庭→縁側→座敷」 と、 パブリックな領域からプライベートな

空間へと続く街と住戸のつながりは、 住戸の高層化によって一変し

ました。 廊下 ( 通り ) に面するのは寝室と玄関扉とメーターボック

スというのが一般的となり、 住戸の孤立化を招いています。

「共用庭 ・ テラス→玄関テラス→開放的なダイニング」 という街と住

戸のつながりによる新しい形式の居住環境を提案します。

■様々な世帯に対応

・高齢者世帯や子育て世帯に対応し、 車椅子、 シルバーカー、 ベビー

カー、 遊具等がおける玄関テラスを設けます。

・ 水回りを中心に回遊できる動線を確保して、 多様な生活ができる

ようにします。

■良好な居住環境

・ 両面開口、 両面バルコニーとして良好な採光 ・ 通風を確保します。

・ 木造として、 高い断熱性を確保します。

木造３階建てとします。 「木三共」 の法的条件に適合させ、 RC 造、

S 造、 木造の耐火建築物に比して、 圧縮された工事費を実現します。

■工事費の縮減

・木造とすることで、 基礎・躯体の工事費を削減。 工期が短縮され、

近隣迷惑と工事費を縮小。 プレカットできる構造計画としローコス

ト化。 軒高を9ｍ以下とし構造選択の自由度を拡げ、コストを削減。

被覆型、 燃え止まり型等様々な工法の費用対効果を検討した最適

な構造計画。

・ EV を１基、 水回りは集中して設備費を合理化。

■修繕維持費の縮減

・ 大屋根、 両面バルコニーの設置により、 外壁の耐久性を高め、 改

修工事費を低減します。

・ 給排水の集中により配管長さを短縮し、 更新費をカットします。

中庭の中心に、 エレベーター、 階段のある３層の共用テラス、 その

両側に住居棟を配置。 中庭は集会所のある広場に連続します。

■入居者同士のコミュニティの形成

・ バッファーゾーンの役割を持った玄関テラスは、 内外を緩やかに

つなぎ、 相互に見守り、 助け合う、 安心した暮らしを確保します。

・ 各階にはエレベーター ・ 階段のある共用テラスが設けられ、 各住

戸の交流の場となります。

■集会所を核としたコミュニティの形成

・ 南側の集会所のある広場を通って住居棟に入る動線とし、 コミュ

ニティの形成を促します。

・ 団地全体の核となる集会所は、 １、 ２号棟、 ３， ４号棟の人たち

が利用しやすいよう、団地の中央に配置し、集会所を核としたコミュ

ニティを促す配置計画としています。
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設計とコスト管理の両立

建設地の福山市を拠点とする管理・総合主任担当技術者は風土・特性を熟知し、水呑地域の環境に適し
た建築を提案します。さらに、公営住宅を含む数々の実績や経験から本業務を着実に推進し、全体を統括
する高度なマネジメント力を有しています。また、地方自治体や民間企業での豊富な実績をもつコミュ
ニティデザイナーも加え、竣工後まで見据えた提案を行います。公共施設をはじめ経験豊富な構造・設
備・積算の主任担当技術者と協働し、高度なシュミレーションによる実現性の高い検討、合理的な計画
とコスト管理の徹底を万全なチームで遂行します。

発注者と共に計画・設計WS及び入居者へのヒアリングを行い、発注者や住民の思いを汲み取り、各分
野にフィードバックさせます。コミュニケーションを重視し、諸問題の把握や理解を深め、円滑で迅速な
対応を行います。また専門家と協力しハード・ソフトの両面に万全な協力体制で業務に臨みます。

高齢・単身化など公営住宅のもつ課題に対し、集会所や交流の居場所を第一に考え、団地・周辺住民と
の間に新たな連関を形成させます。また、綿密な現地調査によって、高低差の読み解きや開発許可を要さ
ない計画を提案します。初期段階で集中的に打合せを行うフロントローディングにより、質の向上とコ
スト管理を図ります。

□業務の実施方針 －フロントローディングによる品質の維持と低コスト化の両立－

□業務への取組体制 －対話を大切にした丁寧な取組体制による質の高い設計－

□設計チームの特徴 －経験豊富な設計事務所と専門家による万全なチーム体制－

先を見越した検討と着実なコスト管理
設計と並行して概算見積を行い、各段階に応じたコストチェックを実施することで、
建設コスト変動へ柔軟に対応します。さらに ZEH 基準への対応や太陽光発電の検討な
どコスト増減に大きく関わる内容へ早期に着手し、適切な選択肢の検討を行います。
デジタル技術により住民と建物を見守り管理する
日常の異変に住人や管理者が早期発見できる防犯・見守り
システムを構築するため、センシング技術や緊急通報装置
といった先端デジタル技術を導入します。さらに単身高齢
者世帯も安心して暮らせるような、世代と世帯を超えたコ
ミュニティが生まれる空間を計画し、団地全体で見守る・
見守られる関係性を構築します。また、BIM を活用し資材
数量等を把握、プランとコストのバランスを考慮した設
計、発注者や施工者との共有ツールとして活用するととも
に、構造と設備の干渉箇所の確認や建物性能の向上検討、
長期的な保守管理への活用を図ります。

□特に重視する設計の配慮事項
様式６

テーマ 1　「様々な世帯に対応した良好な住環境」について

テーマ 3　「集会所を核としたコミュニティの形成」について

テーマ 2　「実現性の高いコストの縮減策」について

簡易提案書 ( 業務実施方針及び手法）

コミュニティを推進する公園のようなオープンスペース
敷地のレベル差と団地内通路の位置関係は、基本的に既存
をそのまま活かし建築や外構計画で解消することで、余分
な切土盛土をなくし、コスト削減に寄与します。車道と駐
車場については外周部にまとめて計画し、その内側は公営
住宅に住む人たちの相互連関を促すような L 型の住棟配
置とします。敷地中央あたりに配置した集会所は日常生活
の中に溶け込み、団地内外の住民同士を自然発生的に結び
合わせる「出会いのたまり空間」となります。また、集会所
の形態を活かし生まれる外部の様々な賑わい空間は、各住
棟と集会所の間の適度なバッファーゾーンにもなります。

地域の新たなシンボルをつくる
周辺の山並みや学校、住宅街に呼応する
ような高低差のあるボリュームで住棟を
構成します。地域の新たなシンボルとな
る塔状の住棟と低層の住棟の組合せに
よって、圧迫感と日影を軽減し、団地内外
に良好な住環境の提供と周辺環境への調
和を図ります。さらに、均等配置された既
存住棟に対し、個性と変化を与えると同
時に、新たな風景をつくりだします。ま
た、低層部分の屋上同士を連結通路で接
続することで、一体的なコミュニティの
形成を目指します。日常動線としての活
用と共に、眼下に広がる水呑の風景を眺
めたり、夏には芦田川の花火を鑑賞した
りと住民が集う憩いの場を提案します。

前面道路や各住棟どこからでも視認性が高い、“まちの中
心”に配置した集会所は、5枚の壁により性格の異なる外部
空間をつくります。南側は周辺住民や登下校の学生が気軽
に立ち寄れるような「交流広場」とします。イベントの開催
や災害時の避難場所としても機能し地域の拠り所となり
ます。一方、北側・東側は団地内のプライベートと集会所
のパブリックを仲介する「コモン広場」とします。子どもた
ちが安心して遊べる、何気ない団らんが生まれる、みんな
の広場が日常の一部に溶け込むような場所です。日常的に
集会所や広場に集まったり、自然と目を向けるようになる
ことで、住民間の見守りにも繋がります。
また、コミュニティデザイナーを入れた住民ワークショッ
プの開催により、計画段階から居住者や周辺住民と協議を
重ね、集会所での活動や必要な機能・設備といった建築的
な要望を聞き取り反映していきます。加えて、早い段階か
ら計画及び工事への理解を持ってもらうことで、スムーズ
な移転や安全な工事の促進につなげます。

①シンプルな平面計画と合理的な構造・設備計画
　を行い、空間の豊かさを守りつつ無駄のない建築
②積極的に建物を軽量化し鋼管杭とすることで、工
　期短縮と残土を削減
③今後のメンテナンスを見越した高効率設備機器
　の選定や防水・断熱性の高い材料の選定による
　ランニングコストの軽減
④既存の埋設配管を避けた住棟配置とすることで、
　汚水・ガス配管の盛替え工事費を削減

見守り

支援と参加

親･若者世帯
イベント開催

高齢者見守り

子供

東棟15戸

3DK

2DK

2DK

3DK 1DK

2DK

住戸構成

ボリューム検討 日影検討

相互連関一般的な4階建ての住棟ボリューム

4h日影

4F4F
4F4F

2F2F
4h日影

低層+高層棟
日影範囲を抑える抜けをつくる

風

屋上コモン
スペース

シンボル性

視界の抜けと
芦田川への眺望を確保
視界の抜けと

芦田川への眺望を確保

光

4階建てより
小範囲

8F8F
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WSを開催し住人に
寄り添った設計
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居住者居住者コミュニティ
デザイナー
コミュニティ
デザイナー

集会所を中心とした中庭を臨む集会所を中心とした中庭を臨む

眺望眺望

眺望眺望

⑤

⑥
⑧

⑦

ランドスケープ

切土残土

基礎工事における
残土の活用

MBMB

トランクルームを
住戸と併せて計画
→躯体費の削減

トランクルームを
住戸と併せて計画
→躯体費の削減

駐輪場の屋根を
住棟と一体的に計画
駐輪場の屋根を
住棟と一体的に計画

洋室洋室

和室和室
バルコニーバルコニー

ピット

1F1F
水廻水廻

DKDK

アルコーブアルコーブ

住棟

敷地の高低差を利用し
ピットの掘削量を軽減
敷地の高低差を利用し
ピットの掘削量を軽減

削
減
削
減

2F2F
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10台

8台

6台

自動車
動線
自動車
動線
自動車
動線

住人動線

団地住人

団地同士が繋がる周辺住人周辺住人

団地住人

団地住人

自動車
動線

住人動線

団地住人
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周辺
住人
周辺
住人

6F 10 戸6F 10 戸

2F 5 戸2F 5 戸

2F 7 戸2F 7 戸8F 16 戸8F 16 戸
北棟 
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北棟 
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北棟 北棟 
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東棟 東棟 
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▼
Ent
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Ent▶Ent▶

Ent
凡例 …出会いのたまり

…車道
…人の動線

N

…エントランス
…歩行者通路 …車の動線

…連関を促すベクトル

周辺住人や中学校と
交流イベントを開催

コモンや工房で
コミュニティを
形成

緊急車両が
侵入できる
通路幅を確保

既存高低差は建築や
外構計画で解消

屋上デッキを繋ぐ
連結通路

屋上を利用した
コミュニティスペース

ボリュームの
抜けから周辺
と繋がる

1DK ×   4 戸
2DK × 26 戸
3DK ×   8 戸
合計　 38 戸

周辺に開か
れた集会所公園や工房で

コミュニティ
を形成

屋上デッキ
から芦田川
を臨む

コモン広場コモン広場

工房広場工房広場 集会所集会所

交流広場交流広場

コモン
広場
コモン
広場

集会所集会所

工房広場工房広場

交流広場交流広場

書類倉庫
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様式６ 簡易提案書（業務実施⽅針及び⼿法等）

■業務の実施⽅針

■特に重視する設計の配慮事項

■業務への取組体制

■業務への取組体制
「様々な世帯に対応した良好な居住環境」 テーマ①

「実現性の⾼いコスト縮減策」 テーマ②

「集会所を核としたコミュニティの形成」 テーマ③

■設計チームの特徴

丘の頂上にあり⽇当たりと眺望に恵まれた環境、⼩学校や公
園や⼾建て住宅団地に隣接した良好なコミュニティを最⼤限
に⽣かす事で、⼦育て世帯から単⾝⾼齢者までが地域の⼈
とともに豊かに暮らせる住環境をつくります。「県営住宅５箇
年計画」の主旨を良く理解し、限られたコストと資源から⽣活
の質と量を最⼤化すべく、意欲的に業務に取り組みます。

BIMを単に3Dモデルとして活⽤
するのではなく、躯体やサッシな
どの数量データ管理と連動させる
ことで、基本計画段階より正確な
コスト管理を⾏います。
また設計初期の段階から⽇照・⽇
射遮蔽シミュレーション・通⾵流
体解析（CFD）等のデジタル技術
を⽤いた検討を⾏います。
省エネルギー・ローコストの両⽴
で、パッシブに快適な居住環境の
最適化を図り、計画地の居住者だ
けでなく、近隣居住者に対しても
圧迫感がない、⽇当たり・⾵通し
の良い地域環境をつくります。

年齢や家族の垣根を超えた交流
が⽣まれる場を⽬指します。周辺
環境の分断を避け、街に調和する
住棟の分棟配置とボリュームで⼈
と⾃然を引き込みます。

積極的にコミュニケーションを図り、機動性・柔軟性に特化し
た対応と品質を両⽴し、効率的な推進が可能です。計画内容
を技術的・経済的側⾯において適正に調整し、新しいスタン
ダードとなるコミュニティ型の公営住宅を提案します。

-計画地の課題解決を実現する社会活動の基盤となる住環境の整備-

-豊かな環境を取り込み、ゆとりのある共有空間を確保する配置計画-

-対話重視で意思疎通を図る透明性の⾼い設計プロセス-

管理技術者と総合主任技術者は⻑年に渡り⼤学で建築設計
教育に携わり、学⽣チャレンジコンペ最優秀作品の集会所を
よく熟知した上で、学⽣に適切な指導・アドバイスを⾏う事が
出来ます。学⽣たちのアイデアを⽣かし、安全で適切なコスト
で実現する事が出来るだけでなく、将来の建築業界やコミュ
ニティづくりに必要な⼈材育成に貢献します。

丘の頂上にある⽴地を⽣かして、南棟は南へ、北棟は北へ眺
望を開く、眺望と⽇当りの良い居住環境とします。２棟の間の
コミュニティ・ガーデンに⾯して、共⽤の廊下、階段、EVを設け
ることで、多様な世帯が⾒守り合う関係をつくります。⾞交通
のないコミュニティ・ガーデンは⼦供と⾼齢者にとって、多く
の居住者に⾒守られる安全で安⼼な集いの場となります。

-組織⼒と先進性を融合した設計共同体で事業を遂⾏します-

-施⼯性の良さと無駄のない⼯程で効率的なコストコントロール-
シンプルな平⾯計画と合理的な
構造計画で無駄を省きます。
敷地内には歩⾏者の往来困難な
段差や擁壁、バリアフリーに不対
応のスロープなどが散⾒され、居
住者同⼠の交流を妨げています。
そこで段差部分に建物を計画す
る事により開発⾏為を共わない
計画で建築⼯事内でバリアフリ
ーの敷地内移動を可能とします。
敷地の⾼低差を吸収することで、
掘削残⼟処理も含めた⼟⼯事の
費⽤削減に努めます。
-共⽤部に⾯した維持管理の容易な設備配管スペースの確保-
既存15・16号棟に近い位置に２棟を建設する事で、地中埋設
の設備配管の移設を最⼩限とします。

- 団 地に寄り添 いながら多 彩な出 会 いを育 む 配 置 計 画 -
集会所を敷地南側の住宅街と
通学路に⾯して配置し、団地内
だけでなく地域住⺠とコミュ
ニティ形成に寄与します。集会
所のコンセプトである５つの
壁は【通学路となる道路】【県
営住宅団地⼊⼝三叉路】【既
存１・２号棟の中庭】【新たにつ
くられるコミュニティンガーデ
ン】にそれぞれ開かれ、もう⼀
つの壁は【サービスヤード】に
対し、それらを繋ぐ役割を担い
ます。

-地域の特性を活かした環境配慮計画と快適な施設計画-

-地域コミュニティ形成に配慮した⼈と⾃然に優しい地域環境の向上へ-

××

〇

RC壁式構造で躯体コストの最適化と⼯期短縮化

段差上に建築し、開発⾏為不要でバリアフリーを確保

【⽇影図：デジタル技術を⽤いた検討】

【 ⽇ 照 図：⽇ 射 遮 蔽 シュミレーション 】

【東側の公園と⻄側につながるビスタの構築。ブラインド箇所がない安全なコミュニティの形成】

丘の頂上にある⽴地条件を活かし、南棟は南側へ北棟は北側に眺望を開く。住棟間に共⽤スペースを集約する

【コミュニティガーデンが地域を繋ぐ】 【広場が連続する地域に開かれた居場所】

ながるビ

ミュニティガーデンが地域を繋ぐ】
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コミュニティガーデン

◆北側隣地住宅に影を落とさな
いよう配慮し、北側住棟を南
側にセットバックして配置

◆中庭にもたっぷりと光が注ぐ
ように住棟間を考慮

駐⾞場 駐⾞場 住宅地住宅地

【東側側の公園と⻄側につな
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- 団
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壁はなコミュニティの形成】
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築。ブラインド箇所がないビスタの構築

中庭 公園
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南棟集会所

団地⼊⼝
三叉路

1号棟・２号棟
中庭

開放的な集会所を中⼼とした寿⺠同⼠のコミュニティの育み

通学路
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